












も関心を寄せていた様子が記されている。 れが 現代において、南吉と音楽とを結びつけた催 が行なわれる要因と思われる。しかし、その日記記述からうかがわれる、南
吉の生涯における西洋音楽愛好の度合いは、決して熱烈なものではなかったようだ。南吉が生きた時代は、蓄音器やレコード、ラジオといった音楽メディアが一般にも普及し始めており、彼の友人のうちには個人でそれを所有する音楽好きもいた。しかし、南吉は女学校の教員となりそれなりの給料を得るようなってからも、自分で蓄音器を持つことはなかった。　
とはいえ、南吉が音楽を好んだことは確かである。大正












半田町（現在の半田市）岩滑に生まれた。幼少より文才を示し、旧制中学二年生の頃より盛んに童謡や童話を書き始めた。昭和六年に中学を卒業後、師範学校を受験するも体格検査で不合格となり、南吉は小学校の代用教員 勤めながら、児童雑誌への投稿を続けた。そして同年九月、北原白秋門下による童謡雑誌『チチノキ』に参加し、詩人で編集者の巽聖歌と知り合う。その年 十二月、南吉は巽を頼り上京し、北原白秋と面会する機を得た。これにより上京の意志を固めた南吉は、 巽の薦める東京外国語学校（以下、東京外語）を受験し合格。昭和七年四月より、東京での学生生活をスタートさせた。　
上京する前の南吉は、いわゆる西洋音楽とはほぼ無縁の
環境に暮らしていた。小学校で唱歌を習い 中学校で友人とハーモニカを楽しみ、代用教員として学芸 で唱歌 ピアノ伴奏に挑戦したこと。これが 故郷 おける南吉の近代的な音楽体験の、ほとんど全てであっ　
南吉が本格的な西洋音楽を聞くようになったのは、東京
外語の学生となってからのこ である 南吉 旧制中 に
進学した大正十五年、小学校から中学校への進学率は全国平均で約二割である。中学からさらに上の学校への進学者は、地域におけるエリートと目された。西洋音楽は、そうした高等教育機関在学者の多くが挙げる趣味であった
ⅲ。
東京外語時代に書かれた南吉の日記には、彼の学生生活において最も重要であった文 についての記述と共 、西洋音楽に関する記述も散見さ 。南吉は 東京では蓄音器を備えた名曲喫茶と呼ばれる喫茶店 友人たちと足繁く通い、学校の長期休暇で帰郷した折には、蓄音器を持つ友人を訪ねてレコードを聞かせてもら てい 。南吉の日 に具体的な作曲家 名前が現われるのは、 昭和八年一月七日、冬期休暇で帰省した折、 中学時代の友人の家で聞いた 「ベートーベン」である。こ 時は「ベートーベンに感激してかへつて、童謡 一つひねり出した
ⅳ
」南吉であったが、翌
年度の夏期休暇で帰省した時 日記には、レコードを聞かせてもらっ も集中 き いと悩み、 「私に 大して音楽は面白くない
ⅴ」と、つい本音もこぼしている。それでも、






































国語の試験である。 （中略）それから澄川にあつた。トレビアンと云ふ所で田園交響楽をきいた。四枚目をきいた頃、一群の愉快なつとめ人達が来て、スカートの下が見たいとか、スカートはどんなにしてぬぐのかなどと云ひ出した で、五枚目をきかずに田沢へうつつて、そこで始めからききなほした。娘がゐた。均整のとれた姿態と、魅力はないがぬけ穴のない顔、白い手。この娘が舞踏をする千代なんだなと思 た。中頃に若い外人（多分英人）がやつて来た。こん意にしてゐるらしく、娘と二人でむつまじく話してゐた。一方は英語で一方は日本語で。その英人の唇がテーブル上の赤いけしの花と類似してゐると思つてきいてゐた。 （後略）
　
この日、南吉は喫茶店を二軒はしごして《田園》を聞き












イネにて「ここでも又田園交響楽」 。そして、 「きくたびに解つて来るやうな気がする」 。四日間意識的に聴取を繰返したことで楽曲に慣れ、落着いて聞き通すことができるようになったのだろう。見たり触れたりすることのできない音楽は、何かしら実感を伴うような手がかりを得られないと、非音楽専門家 場合は特に、なかなか安心して聞けるようにならないものである。繰返しての聴取は、その一番の近道である。何度か聞けば、楽曲の展開を予測出来 ようになり、 音楽の流れを自然に感じられるようになる。 「まるで模糊としたニュアンスのみ められない一枚の無感覚な板であつたのが、段々と霧を払ひ、ピントをあはせて明瞭に浮かびあがつて来る」との比喩には、南吉が西洋音楽に馴染んでいく過程における実感が表現されており興味深い。さら 、この日 記述の終りにある「芸術を解するには或程度まで智識を要求する 思つた」の言葉に注目したい。ここには「教養主義」の思想が現われている。そしてこの思想こそ、南吉がベートーヴェンを聞き理解し いと願う動機を支えるものであった。　　　
三
　「教養主義」とは、読書などを通じ智識を得ることによ




少なからぬ影響を及ぼしていた。明治以降、国家主導で積極的に取り入れられ 西洋音楽であるが、実際 演奏に立ち会う機会は非常 限られていたため、楽曲にまつわる逸話や作曲家の評伝など文字による情報の方が、音楽 りも先に、人々に広まることとなっ
ⅷ。日本で最初に紹介さ




とは、まさに自らの教養 示すことに繋がった。南吉が学生時代を過ごした昭和零年代、実際の演奏に接することはまだ容易ではなかったが、蓄音器やレコードとい 音楽メディアはかなり普及し始めて た。学生の身であれば、レコードを聞く機会はそれなりに得られたであろうこは、南吉の日記からも明らかである 南吉がベートーヴェンを聞く動機には、 楽曲の魅力よ も先に、 「ベートーヴェンを聞き理解する教養を持つ自分」 らんとする 教養主義に裏打ちされた自意識の顕示があったといえよう。昭和八年十二月の日記に記録された、南吉のベートーヴェン交響曲《田園》連続聴取が、必ず友人同伴で行なわれていことも、そのことを示してい 。教養の修得は、自他ともに認められるものでなければならない である。　
少し先のことになるが、南吉が安城高等女学校に職を
得た翌年、昭和十四 一月七日に書かれた南吉 日記には、当時の「高等教育を受けた若者と西洋音楽」 雰囲気がよく示されている。半田商工会議所を会場に、南吉
の中学時代の同級生や後輩たちにより、レコードコンサートが催された時の記述である。南吉の西洋音楽受容に最も影響を与えた友人、畑中俊平を中心に開催されたそのコンサートの様子を、仲間たちの微笑ましいほどに誇らしげな姿を通し、南吉はややシニカルに記している。この頃、南吉は高等女学校の教員として、社会的にも経済的 も安定した生活 手に入れていた。 「この二三十名の人々の中で社會的に一ばん偉い は僕 いふ意識を心の底に持 ながら」聞いていたという記述からは、教養主義的エリート意識は身の内 残りつつも そ 嫌みを自嘲できるようなった南吉の成熟と余裕が感じられる。　
こうして、まずは教養としてベートーヴェンの音楽を理











楽理解のための手がかりとすることを試みた。これは、後に作家の道へ進む南吉としては自然な流れであるが、日本における西洋音楽受容そのも が、文字情報 ら進めらたことは前述 とおりである。南吉がベートーヴェン交響曲《田園》理解の手が りとしたのは、アンドレ・ジッドの小説『田園交響 』であった。南吉は十二月十八日に、同名のタイトルを持つ文学作品と音楽作品とを 一日 うちに鑑賞している。しかし、そ 理解には差があった。　
南吉の日記から、 『田園交響楽』は南吉が初めて読んだ
ジッド作品であったと思われる。読後 印象を「美 く焼かれた肉のうすい丸い壷」と表し、南吉 受けた感銘を伝
えている。しかし小説は、 ベートーヴェンの交響曲《田園》に表現されたロマン派的な自然賛美の精気とは、趣の異なるものである。南吉は日記に、ジッドの『田園交響楽』は理解できたが、ベートーヴェンの《田園》は「悲しく理解出来なかつた」と正直に書いた。むろん、異なる領域で表現された芸術が、そう単純に結びつくと 南吉も思っていなかったであろうが、何らかのきっかけはつかめるかもしれないと考え からこそ、その日のうちに《田園》を聞いたのではないだろう 。　
しかしこの日、文学と安易に結びついた音楽理解を得な
かったこと 、この楽曲が、南吉に西洋音楽聴取の感覚を体得させることに ったと、筆者は考 る。それは、言語イメージに頼らず、音響 音楽の抑揚から南吉が感受しものである。　
南吉は 『田園交響楽』 読了から三日後の十二月二十一日、




た娘に目をとめ、その均整のとれた身体つきや「白い」手から、彼女が話に聞 ていた舞踏をするとい 娘であろうと推察する。やがて来店し 外国人 娘 会話を始める。南吉は二人を見ている。そし 外国人の唇が、テーブルの上の「赤い」けしの花と似ていると思いな ら音楽を聞いた。この「白」と「赤」という、色の記述に筆者は注目する。少なくともここまで 《田園》聴取にお て、音楽を聞いている時間に南吉がとらえた視覚情報 なか、色彩記述されたことはない。 れは、この時南吉の視覚が冴えていたことを示しているのではないだろうか。そ てこの視覚の冴えは、音楽（音響）への集中―聴覚の冴えによりもたらされ ものではないだろうか。　
生活の中、音に対し常にない意識を持った時、ふいに視
















（前略）ブラームスの何かをきいた。常に思索にふける夢想家ださうであるが、 実に面の柔かいおとなしい、気持ちよい美しい曲である。かう云ふしづ なものが私には魅力があるや だ。 （後略）
　
ここに、南吉の素直な音楽趣味が書きとめられているこ













　「ドリゴのセレナーデ」も、ロマンティックな旋律で当時人気のあった曲である。 南吉が真に好んだ音楽とは、 ベートーヴェンに代表されるような西洋芸術音楽ではなく、もっと軽く穏やかな楽 なのである。　ベートーヴェンの交響曲《田園》は、より有名であった




























































れてはいないようである。しかし南吉の日記には昭和十四年四月十六日、十七日（聴覚情報のみで記述された箇所がある） 、昭和十五年一月十日 （店内で流れていたラジオの音楽 つ ての記述） 、昭和十七年五 二十五日（屋外から届く オの音楽）等、南吉の聴感覚の鋭さを窺わせる箇所が散見される。今後 研究課題としたい。
（かとう
　
きお）
